
第 34回ＪＯC ジュニアオリンピックカップ大会/フェンシング競技 

兼 2027年世界ジュニア・カデ・フェンシング選手権大会選考会 

開 催 要 項 
 

1．趣 旨 公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）及び公益社団法人日本フェンシング協会（FJE）

の実施するジュニア強化対策の一環として、ジュニア競技の資質向上を図り、大会における

優秀な選手を表彰するとともに、将来オリンピック競技大会や世界選手権大会等において活

躍できる選手の発掘・育成を目的とする。 

なお、2027年世界ジュニア・カデ・フェンシング選手権大会の選考及び、その他の海外遠征

試合等の選考を兼ねる。 

 

2．主 催 

3．主 管 

公益社団法人日本フェンシング協会 

群馬県フェンシング協会 

4．後 援 公益財団法人日本オリンピック委員会 公益財団法人全国高等学校体育連盟フェンシング専門部 

5．期 日 2027 年 1 月 7 日（木）カデ部門  女子フルーレ／男子エペ／男子サーブル 

2027 年 1 月 8 日（金）カデ部門  男子フルーレ／女子エペ／女子サーブル 

2027 年 1 月 9 日（土）ジュニア部門 女子フルーレ／男子エペ／男子サーブル 

2027 年 1 月 10 日（日）ジュニア部門 男子フルーレ／女子エペ／女子サーブル 

入場時間 8：30 ／ 最終コール  9：20 ／ 試合開始 10：00 

※状況により変更する場合があることをご承知おきください。 

 

6．会 場 高崎アリーナ 

〒370-0846 群馬県高崎市下和田町 4-1-18 

 

7．競技種目 

 

 

 

8．試合規則 

 

 

 

 

○カデの部   男女フルーレ、男女エペ、男女サーブル 6種目 個人戦 

○ジュニアの部 男女フルーレ、男女エペ、男女サーブル 6種目 個人戦 

※男女各カテゴリーフルーレ・エペ・サーブルのうち一人１種目しか出場できない。 

 

以下を除き FIE試合規則に準ずる。 

・選手は、自己責任のもとに、また危険を承知で武器、用具、ユニフォームを使用してフェ

ンシングを行う(t.20)。 

・「自分の全責任の元に危険・災害に対して、武器・装具・衣服を着けて戦う。選手は自分

が加害者または被害者となるあらゆる事故に対して、責任を持たなければならない。」この

ことを十分に理解して試合に臨むこと。また、フェンシングの競技会に出場するという単純

な事実により、フェンサーは規則と審判の判定を遵守し、審判員団メンバーに対して敬意を

著し、主審の命令と禁止命令に良心的に従う事を名誉にかけて誓う(t.112)。 

・2018年 9 月 6日付「胸部保護具他に関する規則適用について」 

・2019年 9 月 10日付「電気サーブル用グローブに関する規定ついて」 

・2021年 12 月 2日付「FIE 用具規定(m)の変更に伴う大会の適用について(補足)」 

・2024年 1 月 22日付「FIE用具規定(ｍ)の変更に伴う 大会の適用について(改訂)」 

・2025年 12 月 23日付「FIE 競技規則 (t.124)の変更に伴う⼤会への適⽤について(改訂)」  

・2026年 2月 2 日付「FIE規則の更新及び競技規則(t.20)及び(t.131)の変更に伴う⼤会への

適⽤について」 

https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2018/09/401e02c2a7607f9a514f41549270d3fb.pdf
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2019/09/0dbbbf9644c2700d35ef7ad8bf8b54d9.pdf
https://fencing-jpn.jp/news/27041/
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2024/01/514d6eb9c360ad113fb07107f231193a.pdf
https://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2025/12/adb1e25a390e44c388a0c99d875d8153.pdf
https://fencing-jpn.jp/news/39124/
https://fencing-jpn.jp/news/39124/


 ※Pブラックカードの付与について 

① 両方の選手が同点の場合、主審は当該競技会開始時点で国内ランキングに基づいて、設定

されたシード順が低い選手に Pブラックカードを与え、シード順が高い選手がその対戦に勝

利する。ランキングのない選手同士の場合は、抽選の結果により該当選手に Pブラックカー

ドを与える。 

② 両方の選手が同点ではない場合、主審は得点が低い方の選手に Pブラックカードを与え、

得点の高い方の選手がその対戦に勝利する。 

 

(1)試合方法 

 

１回戦はプール戦 5本先取。エリミナシｵョン・ディレクトは 15本先取とする。 

但し、参加者多数の場合は ED2回戦以降、エリミナシオョン・ディレクトの本数を 10本に変

更する場合がある。 

 

(2)用具検査 ① 武器・用具の検査は、主審がピスト上で行う。その際に不備があった場合は、罰則規定を

適用する。事前に武器・用具は、整備しておくこと。 

(1)FIE競技規則及び用具規則に適合したユニフォーム・メタルジャケットを着用すること。 

(2)マスクは、垂れの内側の布破れ等の無いものを使用する。 

(3)ユニフォームやグローブの破れやほころび及び穴が空いている場合は使用不可とする。 

(4)剣・ボディーコード・アースコード・マスク・ユニフォーム上下・半袖プロテクター・メ

タルジャケット・カフの武器検査を行う 

② ユニフォーム・プロテクター・マスクに関して以下通達に基づく。 

2010年 06月 13日 競技における事故防止・安全管理について（通達） 

※検査時の注意点 

武器・用具の事前検査は、マスク(各種目用)のみ行い、その他は主審がピスト上で行う。 

不備があった場合は、罰則規定を適用する。事前に武器・用具は、整備しておくこと。 

・身体に合うユニフォームやメタルジャケットの着用する。 

・マスクは、垂れの内側の布破れ等の無いものを使用する。 

・ユニフォームやグローブの破れやほころび及び穴が空いている場合は使用不可とする。 

・剣・ボディーコード・アースコード・マスク・ユニフォーム上下・半袖プロテクター・メ

タルジャケット・カフの武器検査を行う。 

・ユニフォームには縫い付けた記章以外、付けることは出来ない。（マジックテープ貼り付け

腕章等、足も同様に着用不可。） 

 

9．参加資格 

 

下記（1）・（2）・（3）・（4）のすべてを満たす者 

(1)日本国籍を有する者。 

(2)2026年参加資格に該当する大会要項に定められた締め切り日または 9月 30日のいずれか

早い日までに（公社）日本フェンシング協会に協会登録が完了している者。 

(3)年齢区分  

☆ジュニアの部 2027年 1月 1日時点で 17歳以上 20歳未満の者 

2007年 1 月 1日～2013年 12月 31日生まれ ※年齢制限厳守 

☆カデの部     2027年 1月 1日時点で 13歳以上 17歳未満の者 

2010年 1 月 1日～2013 年 12月 31日生まれ ※年齢制限厳守 

・男女各カテゴリーフルーレ・エペ・サーブルのうち一人１種目しか出場できない。 

・カデ区分の選手がジュニアの部に参加することは可能であるが、ジュニア区分の参加資

格を得ていること。 

・複数参加資格がある場合、および参加資格のある選手が不出場または棄権の場合、繰り

上げは行わない。 

(4)下記に示す成績または推薦による参加資格を得ている者。 

  競技会の成績はいずれも当該種目と同一の種目、カテゴリーに限定する。 

〇ジュニアの部 

http://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2014/09/FJE100607.pdf


＜3種目共通＞ 

① 2026年度、全日本選手権大会個人戦に出場した者。 

② 2026年度、全日本学生選手権大会個人戦に出場した者。 

③ 2026年度、全国高校総体で個人戦 8位以内の者。 

④ 日本学生フェンシング連合より推薦された者（各種目 24 名以内） 

⑤ 都道府県 JOCカップ予選通過者または準ずる推薦者（各種目 2名）  

⑥ 12月 1 日付 FJEジュニアランキング上位 8名。 

＜フルーレ＞ 

⑦ 2026年度、東京都ジュニア選手権大会で 8位以内の者。 

⑧ 2026年度、島原ジュニアランキングマッチで 8位以内の者。 

⑨ 2026年度、牧杯ジュニア選手権大会で 8位内の者。 

⑩ 2026年度、国民スポーツ大会（青森県少年または成年の部フルーレ）に出場した者。 

＜サーブル＞ 

⑪ 2026年度、ProudNumazuCupジュニアの部で 8位以内の者。 

⑫ 2026年度、牧杯ジュニア選手権大会で 8位内の者。 

⑬ 2026年度、日田市フェンシングランキングマッチジュニアの部で 8位以内の者。 

＜エペ＞ 

⑭ 2026年度、加納虹輝杯ジュニアの部で 8位以内の者。 

⑮ 2026年度、香港ホストタウン記念フェンシング大会兼上杉大会ジュニアの部で 8位以

内の者。 

⑯ 2026年度、全国ジュニア・エペ選手権大会で 8位以内の者。 

〇カデの部 

＜3種目共通＞ 

⑰ 2026年度、全日本選手権大会個人戦に出場した者。 

⑱ 2026年度、全国高校総体で個人戦 8位以内の者。 

⑲ 2026年度、全国中学生選手権で 8位以内の者。 

⑳ カデ部門で強化本部が特に認めた者（各種目 2名）。 

㉑ 都道府県 JOCカップ予選通過者または準ずる者（各種目 2名） 

㉒12月 1日付 FJEカデランキング上位 8名。 

＜フルーレ＞ 

㉓2026年度、東京都カデ選手権大会において 8位以内の者。 

㉔2026年度、島原カデランキングマッチで 8位以内の者。 

㉕2026年度、全国カデフルーレ選手権で 8位以内の者。 

㉖2026年度、国民スポーツ大会（青森県少年の部フルーレ）に出場した者。 

㉗2026年度、東北・関東・中四国・九州の各少年大会（フルーレ）4位以内の者。 

＜サーブル＞※ポイント対象大会を修正しました。 

㉘2026年度、日田市フェンシングランキングマッチカデの部で 8位以内の者。 

㉙2026年度、ProudNumazuCupカデの部で 8位以内の者。 

＜エペ＞ 

㉚2026年度、香港ホストタウン記念フェンシング大会兼上杉大会カデの部で 8位以内の者。 

㉛2026年度、加納虹輝杯カデの部で 8位以内の者。 

㉜2026年度、全国カデ・エペ選手権大会で 8位以内の者。 

 

※本大会では 8名のスーパーシードを適⽤する。 

スーパーシードは、12月 1日付 FJEランキング上位 8名とし、予選免除の上 T64 から出場。 

予選プール結果の上位 24 名は T64 から出場。 

同率24位が複数または予選通過ラインの同率選手がいる場合FIEルールに準じバラージを⾏

う。 

 



10．参加申込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.監督・コーチ 

入場申請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.参加上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加費（保険料含む） 1種目 12,000円  

Ｗｅｂエントリー時、参加資格の該当番号①～㉝を選択すること。 

(1)参加申込み期間：2026年 11月 23 日（月・祝）～12月 7日（月）まで 

(2)参加申し込みは以下フェンシングエントリーシステムより手続きとなる。 

Ｗｅｂエントリー時、参加資格の該当番号①～㉝を選択すること。 

http://fencingsystem.jp/fes/ 

※注意事項： 

① 申込開始期日（11/23）以前での申込はできない。  

②大会申込み期日を過ぎてのエントリーは大会出場料の３倍の金額を支払えば認める。 

但し 12月 14（月）までとする。 

③ 詳しい協会登録・試合登録の方法は下記マニュアルを参照して下さい。 

http://fencingsystem.jp/fes/manual/  

1)参加選手は、大会における参加選手の写真及びデジタルデータについて、FJEまたは FJE

が使用を許可した先が使用することを了承するものとする。 

エントリー完了自動メールの内容に誤りがあった場合は、速やかに『16.問い合わせ』へ連絡

すること。 

2)コンビニ払いの者は、はがきが届き次第速やかに入金すること。 

3)エントリー完了自動メールの内容に誤りがあった場合は、速やかに『16.問い合わせ』へ連

絡すること。 

4)参加申込後、出場を辞退する場合は、『10.参加申し込み』より棄権手続きを行うこと。 

5)参加申込後、いかなる事由があっても参加費は支払うこと。主催者側の事由により大会が

中止の場合は手数料（3,000円）を差し引いて参加費を返金する。 

 

(1)すべての監督・コーチは期間中に「10.参加申し込み（フェンシングエントリーシステム）」

より登録を行う事。登録している・監督コーチ以外の入場は不可。 

(2)申請受付期間：2026年 11月 23日（月・祝）～12月 25日（金）厳守 

(3)ベンチ入り監督・コーチは、18 歳以上（高校生を除く）とし、（公社）日本フェンシング

協会登録証を携行すること。 

※入場者のみを登録してください。当日入場しない監督やコーチの登録は不要です。 

 

(1)2026年 1 月 6日（水）は会場での練習は一切できない。 

(2)競技フロア内には登録した選手・コーチ・監督のみが入場できる。 

(3)選手 1名～3名に付きコーチ 1名、4名～10名以上コーチ 3 名までとし、当日受付にて配

布するリストバンドを着用したもののみが競技フロアを出入りできる。 

(4)更衣室の混雑を避けるため、事前に着替えを済ませてから 来場を推奨する。 

(5)参加者は競技会全般における安全管理について、特に留意して臨むこと。 

① 競技会参加選手・監督・コーチには主催者が競技会における傷害保険に加入する。 

② 選手は各自事前にスポーツ傷害保険等他の保険に加入すること。 

(6)ベンチ内の撮影については三脚を使用し、固定して撮影することのみ可能とする。手持ち

での撮影は一切不可。 

(7)競技区域内（監督選手待機所及び各ピスト）に立ち入る監督及びコーチは、長ズボン、胴

体と肩を覆う上衣、つま先の覆われたシューズを着用すること。短パン・サンダル・スリッ

パ等での入場は不可。 

http://fencingsystem.jp/fes/
http://fencingsystem.jp/fes/manual/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.宿泊・弁当 

 

(8)会場内での練習・レッスン時の服装について 

①レッスンを行う監督・コーチは、コーチ用プロテクター、フェンシンググローブ、長ズボ

ン、マスクを着用してください。詳細は通知を確認すること。 

②レッスンを受ける選手は、必ずマスク、グローブ、胸部プロテクター、胴体と肩を覆う上

衣、膝上 10cmまでを覆う下衣を着用してください。 

2017年 6月 19日 [通知]競技における安全に関する遵守事項の徹底について（補足） 

2017年 5月 30日 [通知]競技における安全に関する遵守事項の徹底について（装具に関する

緊急通達） 

 

各自が手配するものとし、主催者においての斡旋等は行わない 

 

14.表  彰   

 

 

1.その他 

 

 

 

16.問い合わせ 

各部門・各種目の 3位までメダルを授与する。（3位決定戦を行う） 

各部門・各種目の 8位まで賞状を授与する。 

 

① JＡＤＡより、ドーピング防止教育啓発活動のアウトリーチプログラムが行われる。（予

定） 

② 会場にて審判試験を行う場合がある。 

③ 要項は、諸事情により変更、修正等を行う場合がある。変更については、本協会ホーム

ページに掲載するので確認すること。 

 

お問い合わせはメールのみで受付となります。 

kyougikai@fencing-jpn.jp  

件名は『第 34回 JOCカップ問い合わせ』と記載すること。 

  

 

http://fencing-jpn.jp/news/11057/
http://fencing-jpn.jp/news/10830/
http://fencing-jpn.jp/news/10830/
mailto:kyougikai@fencing-jpn.jp

